
あわら市の取組現状

あわら市長 森 之嗣



風力発電事業（陸上・洋上）
北潟地区の夢ぐるま公

園には、風車の見学と北
潟湖を一望できる展望台
があり、環境教育の拠点
として活用している。

陸上風力発電 13基
総発電出力 27,050ｋW



木質バイオマス事業
旅館のバイオマスボイラー・チップ保管庫 里山の間伐・チップ化

薪ストーブ



第2次環境基本計画（令和4年3月策定）

【目指す環境像】
自立・分散型のゼロカーボンシティ あわら

【計画期間】 2022年度から2030年度
【基本理念】
①脱炭素化の実現
一人一人ができることから始めよう

②自立・分散型社会の創造
食とエネルギーの地産地消を進めよう

③市民、事業者、行政のパートナーシップ
みんなで協力して取り組もう



事業者連携による脱炭素ビジネスモデルの形成

事業者それぞれの得意分
野を活かし、相互連携によ
り脱炭素ビジネスモデルを
形成することで、自立的か
つ持続的な脱炭素の仕組み
を定着させる。
市は、市内事業者の環境

取組情報のハブ機能を持ち、
事業者連携のマッチングを
支援する。  (イメージ図)



脱炭素企業交流会

・第1回の様子（令和4年7月7日開催：(株)金津村田製作所）
事例発表(金津村田製作所） 工場見学（太陽光パネル・蓄電池）

・第２回は、令和4年11月28日に開催予定



太陽光発電の活用

2050年カーボンニュート
ラルの目標達成のため、市内
企業の再エネ導入を後押しす
る。
エネルギーの地産地消を推

進する。

市有地・遊休地

市内企業 電力会社

市

太陽光発電所建設

情報集約

仲介
仲介

売電



市民、事業者、行政のパートナーシップで実現
市内環境団体との連携（エコ市民会議）

環境教育・省エネ普及啓発
環境教育×省エネ＝グリーンカーテンの推進

地球温暖化対策
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